
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 郡山市教育委員会では、令和 6 年度の学校教育推進構想の基本方針の一つに、「『学び』

を『行動』につなげる教育の充実による持続可能な社会の創り手の育成」を掲げ、子ど

もたちの学びを、その教科にとどまるのではなく他の教科に生かしたり、自分の生活に

生かしたりすることや学んだことから自分たちにできることを考えたりする学習活動

を重視しています。 

 本校でも、これまで我が国の農業生産について学んだことを生かして、郡山の「あさ

か舞」を紹介するポスターを作って全校児童に発信したり、４年生が社会科で学んだ廃

棄物を処理する事業や飲料水をはじめとする生活環境を支える事業について学んだこ

とを生かして、「金透フェスタ」で発表し、保護者や地域の皆様に発信したりする活動

を行ってきました。 

「学び」を「行動」につなげたすばらしい取組を紹介

します。１０月２８日に、５年生と６年生が道徳の授業

で、東南アジアの山岳地帯で、教育環境に恵まれない少

数民族の貧しい子どもたちへの支援と交流活動に取り

組んでいらっしゃる元小学校校長の宍戸仙助先生を講

師に、「『勉強って、なぜするの』～東南アジアの子供た

ちの現状を通して考えよう～」というテーマでお話を伺

いました。 

多くの民族が暮らし、不発弾など未だ残る戦争の傷跡、

貧困、しかしながら現地の子どもたちの輝く瞳など東南

アジアの現状とそのような子どもたちへの支援と交流

活動の様子をお話しいただきました。そこから、「人の

役に立つ人になるために学ぶことの大切さ」や「役に立

つ人間になろう」と目を輝かせて動いた小学校などの例

をお話しいただきました。 

子どもたちは、先生の話に、真剣に聞き入り、一人一

人が考え始めたことが感じられました。講演のあとの感想が次々と出され、子どもたち

の心に深く残った講演会となりました。 

その後、子どもたちが動き始めます。JRC 活動として６

年生が、赤い羽根募金と子供支援の活動を行いました。特

に、子供支援の活動では、宍戸先生のお話を聞いて、自分

たちでできること、自分たちが役に立つこととして、各家

庭で使っていない文房具を集めて、世界の子どもたちに送

ることを考え、実行しました。 
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全校児童に呼びかけ、ご家庭にも協力を依頼しました。そ

の結果、鉛筆５９７本、色鉛筆２００本、ボールペン１７

４本などたくさんの文房具が集まりました。集まった文房

具は１２月９日に宍戸先生にお渡しすることができました。 

また、赤い羽根募金は 18,125 円集まり、福島県共同募金

会郡山市共同募金委員会に納入いたしました。各ご家庭の

ご理解とご協力に感謝申し上げます。 

このように、子どもたちは「学び」を「行動」につなげ、学んだことをもとに、人の

役に立つことの尊さや喜び、達成感などたくさんのことを感じることができました。 

 

最後に、宍戸先生の講演を聞いた 6 年生の○○○さんの感想を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 宍戸先生、今回のお話は、おととしとはまた違う感じ方をしました。今まで、「水がない」「学

ぶことができない」そんな人たちが「いる」ことだけ知っていました。でも、そこから何か活

動をするわけではありませんでした。今回、以前より知っていること、感じられることが増え

て、ただ、「そうなのか」で終わることなく、多くのことを考え、感じることができました。例

えば、片方の肺を売られた男の子の話。前にお聴きした時は、かわいそう、つらそう、そう思

うだけでした。でも、今は臓器売買に連れて行かれ、そのまま死んでしまった子どもの悲しさ

やそのまま子どもが帰ってこなかった親のつらさが、前よりは少しでも分かると思います。 

 宍戸先生の最初の問い「何のために勉強するのか」、私はお話を聞く前、「働くため」「生きて

いくため」だと思いました。なぜなら、知識がないと働いてお金がかせげない、お金がかせげ

ないと食べ物が買えない、食べ物が買えないと生きていけないからです。たしかに、この考え

も間違っているかと言われれば、そうではありません。しかし、私は宍戸先生の考えに納得し

ました。 

「だれかの役に立つために学ぶ」これは何をするにも基本となることだし、大切です。 

 働いているのは、お金のため。つまり、自分のためかもしれません。でも、その働きがなけ

れば、どこかで困る人がいる。逆を言えば、その人の働きでだれかが助かっていると言うこと

です。なので、私は宍戸先生の考えに納得しました。 

 これから、また多くのことを学んで、考えて、感じていくとき、 

「何の」ために学んでいるのか。学んでいって「どう」なりたい 

のか。これを常に私の中に留めておきます。 

 この先、私は自分には何ができるのか、それを考えて行動に移 

します。宍戸仙介先生、本当にありがとうございました。 

                      ６年 ○○ ○ 

 

 

現在、本校ではインフルエンザが流行しています。そのため、6 年生を本日まで、2 年 2 組を

木曜日まで学級閉鎖としています。学校では、うがいや手洗い、こまめな換気について指導して

いますが、ご家庭においてもお子様の健康観察を行っていただき、体調がすぐれない場合は無理

をせずに体を休めるともに、医療機関の受診をお願いいたします。 

2 学期も、残りわずかです。23 日の終業式をみんなが元気に迎えられるようにしたいもので

す。保護者の皆様も十分お気をつけください。 

 


